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●「年」及び「年度」については「令和」を表記していません。

す
る
自
治
体
等
の
事
例
踏
ま
え
検
討
。

問　
地
域
で
気
軽
に
行
え
る
防
犯
活

動
と
し
て
ラ
ン
ニ
ン
グ
パ
ト
ロ
ー
ル

が
広
が
っ
て
い
る
。
取
組
の
推
進
を
。

危
管
部
長　
都
の
事
業
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ　

a
ｎ
d　
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
を
総
合
防

災
安
全
課
窓
口
で
案
内
。
ラ
ン
ニ
ン

グ
す
る
方
へ
の
活
動
依
頼
を
検
討
。

問　
各
家
庭
で
玄
関
灯
や
門
灯
を
一

晩
点
灯
し
、
ま
ち
を
明
る
く
す
る
一

軒
一
灯
運
動
等
の
取
組
へ
の
見
解
は
。

危
管
部
長　
身
近
に
で
き
る
防
犯
対

策
と
し
て
地
域
住
民
の
安
心
感
に
つ

な
が
る
。
市
Ｈ
Ｐ
等
通
じ
今
後
周
知
。

問　
ひ
き
こ
も
り
は
子
ど
も
・
若
者

に
限
ら
ず
全
て
の
世
代
の
課
題
。
相

談
窓
口
の
明
確
化
や
ニ
ー
ズ
把
握
な

在
宅
避
難
者
へ
の
物
資
配
付
を
明
記

し
て
お
り
、
支
援
受
け
る
こ
と
が
可

能
と
な
る
。
市
報
等
通
じ
、
水
の
確

保
等
の
周
知
に
継
続
し
て
取
り
組
む
。

問　
マ
ン
シ
ョ
ン
、
共
同
住
宅
向
け

防
災
対
策
の
周
知
啓
発
を
す
べ
き
。

危
管
部
長　
地
域
防
災
計
画
の
修
正

で
新
た
に
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
対
策
や
、

出
前
講
座
等
に
よ
る
防
災
意
識
啓
発

へ
の
取
組
等
明
記
。
マ
ン
シ
ョ
ン
含

む
在
宅
避
難
等
の
周
知
啓
発
を
継
続
。

問　
全
国
に
あ
る
火
葬
場
の
約
97
％

は
公
営
。
多
摩
地
区
で
は
14
市
３
町

１
村
の
自
治
体
が
公
営
で
あ
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
で
火
葬
費
が

無
料
。
公
営
火
葬
場
を
持
た
な
い
調

布
市
で
は
、
火
葬
費
用
は
市
民
の
自

て
い
な
い
②
本
基
準
の
一
部
改
正
後

の
運
用
は
適
用
さ
れ
な
い
と
聞
い
て

い
る
。
引
き
続
き
住
民
に
寄
り
添
い
、

丁
寧
な
対
応
を
都
に
働
き
か
け
る
。

問　
不
登
校
児
童
・
生
徒
は
５
年
度

過
去
最
多
。
子
ど
も
た
ち
の
学
び
が

保
障
さ
れ
る
取
組
の
拡
充
必
要
。
訪

問
型
支
援
み
ら
い
の
現
状
と
課
題
は
。

教
育
長　
支
援
を
き
っ
か
け
に
再
び

登
校
や
学
校
行
事
へ
参
加
で
き
た
等

の
成
果
。
一
方
で
利
用
希
望
増
加
で

訪
問
機
会
の
十
分
な
確
保
が
難
し
い
。

問　
不
登
校
未
然
防
止
に
①
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
拡
充
を
②

教
員
の
負
担
軽
減
不
可
欠
。
認
識
は
。

教
育
部
長　
①
６
年
度
３
人
か
ら
８

人
に
増
員
、
全
中
学
校
に
配
置
②
個

問　
昨
今
、
強
盗
犯
罪
等
様
々
な
犯

罪
へ
の
不
安
が
高
い
。
侵
入
犯
罪
の

手
口
や
対
策
に
つ
い
て
市
の
認
識
は
。

危
管
部
長　
事
前
に
電
話
セ
ー
ル
ス

等
を
装
い
、
点
検
名
目
で
個
人
情
報

を
探
る
。
留
守
番
電
話
対
応
に
す
る

等
の
防
犯
意
識
を
高
め
た
対
策
必
要
。

問　
市
民
が
安
心
し
て
自
主
防
犯
活

動
が
行
え
る
よ
う
市
は
確
か
な
情
報

発
信
を
行
う
べ
き
。
市
の
考
え
は
。

危
管
部
長　
６
年
11
月
の
市
報
に
住

ま
い
の
防
犯
対
策
掲
載
。
年
始
に
は

防
犯
対
策
特
集
号
を
全
戸
配
布
予
定
。

問　
玄
関
の
二
重
鍵
や
セ
ン
サ
ー
ラ

イ
ト
等
防
犯
用
品
の
購
入
の
補
助
や

取
付
け
へ
の
支
援
を
行
う
べ
き
。

危
管
部
長　
購
入
費
の
一
部
を
補
助

問　
大
規
模
地
震
発
生
時
の
対
策
と

し
て
、
家
具
転
倒
防
止
対
策
が
減
災

に
有
効
で
あ
る
。
南
海
ト
ラ
フ
大
地

震
の
発
生
確
率
が
高
ま
っ
て
い
る
今

こ
そ
、
家
具
転
倒
防
止
器
具
購
入
費

助
成
を
実
施
す
べ
き
。
見
解
は
。

危
管
部
長　
家
具
転
倒
防
止
対
策
は

比
較
的
簡
単
に
で
き
る
取
組
で
高
い

防
災
効
果
が
期
待
で
き
る
。
防
災
対

策
全
般
を
検
討
す
る
中
で
取
り
組
む
。

問　
避
難
所
に
行
け
な
い
在
宅
避
難

者
に
対
す
る
水
の
配
給
に
つ
い
て
の

考
え
と
そ
の
周
知
に
つ
い
て
問
う
。

危
管
部
長　
各
避
難
所
の
応
急
給
水

栓
や
都
水
道
局
浄
水
場
等
市
内
６
か

所
の
給
水
拠
点
か
ら
給
水
。
地
域
防

災
計
画
の
修
正
で
は
、
避
難
所
で
の

問　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
全

国
で
約
４
割
の
投
票
所
が
閉
鎖
時
間

を
繰
上
げ
。
市
の
基
本
的
姿
勢
は
。

選
管
局
長　
投
票
機
会
確
保
重
要
と

認
識
。
現
在
繰
上
げ
の
予
定
は
な
い
。

問　
未
来
の
有
権
者
を
育
む
取
組
と

し
て
親
子
連
れ
投
票
を
促
す
施
策
を
。

選
管
局
長　
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
を
検
討
。

他
自
治
体
事
例
を
参
考
に
調
査
研
究
。

問　
都
の
建
設
局
土
地
収
用
制
度
適

用
基
準
の
運
用
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
①
市
へ
の
通
達
は
②
都
は
、
都
市

計
画
神
代
公
園
の
優
先
整
備
区
域
で

あ
る
深
大
寺
南
町
４
丁
目
の
収
用
保

留
を
考
え
て
い
な
い
と
回
答
。
住
民

に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
都
へ
求
め
よ
。

都
整
部
長　
①
都
か
ら
通
知
は
受
け

ど
の
支
援
体
制
を
求
め
る
。
見
解
は
。

福
祉
部
長　
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
推
進
す
る
中
で
関
係
機
関
の
一

層
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
多
機

関
協
働
に
よ
る
包
括
的
な
支
援
推
進
。

問　
ひ
き
こ
も
り
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て
①
現
在
行
わ
れ
て
い
る
居

場
所
の
運
営
へ
の
支
援
を
②
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
居
場
所
支
援
を
。

福
祉
部
長　
①
既
存
の
居
場
所
の
運

営
支
援
等
を
推
進
②
先
進
事
例
を
参

考
に
支
援
に
つ
な
が
る
取
組
を
推
進
。

己
負
担
で
あ
る
。
推
定
死
亡
者
数
は

増
加
傾
向
で
、
ま
す
ま
す
火
葬
待
ち

の
日
数
は
増
え
、
安
置
費
用
も
増
加

が
予
想
さ
れ
る
。
新
た
に
調
布
市
民

火
葬
費
助
成
制
度
を
つ
く
る
べ
き
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

市
長　
高
齢
化
率
上
昇
で
死
亡
者
は

増
加
し
火
葬
場
の
需
要
も
増
加
。
火

葬
に
要
す
る
費
用
の
助
成
に
は
多
額

の
財
政
負
担
を
要
す
る
。
公
設
の
火

葬
場
を
有
し
な
い
他
自
治
体
の
動
向

を
注
視
し
、
情
報
収
集
に
努
め
る
。

人
に
過
度
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ

う
チ
ー
ム
で
児
童
・
生
徒
を
支
援
。

問　
教
員
の
不
足
人
数
と
課
題
は
。

教
育
部
長　
６
年
11
月
時
点
で
10
人

欠
員
。
教
員
志
望
者
減
少
等
で
妊
娠

出
産
休
暇
等
の
代
替
教
員
確
保
困
難
。

問　
国
が
教※

職
調
整
額
制
度
廃
止
を

検
討
。
国
や
都
に
現
場
の
実
情
を
訴

え
改
善
を
要
望
す
る
よ
う
求
め
る
。

教
育
部
長　
国
の
動
向
注
視
し
つ
つ
、

国
や
都
教
育
委
員
会
に
対
し
、
教
員

の
待
遇
改
善
等
を
引
き
続
き
要
望
。

年
度
の
成
果
と
課
題
を
取
り
ま
と
め
、

次
年
度
へ
反
映
③
多
く
の
市
内
関
係

団
体
の
協
力
で
体
験
先
確
保
。
調
布

市
商
工
会
の
協
力
で
市
内
事
業
所
に

チ
ラ
シ
配
布
し
受
入
先
を
新
規
開
拓
。

問　
中
学
校
の
校
則
に
つ
い
て
、
子

ど
も
の
自
発
性
を
促
し
、
自
分
た
ち

で
制
服
の
自
由
化
に
つ
い
て
考
え
る

場
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
生
徒
が
話
し
合
う
機
会

を
設
け
る
ほ
か
、
Ｈ
Ｐ
に
校
則
を
掲

載
し
、
見
直
し
促
す
取
組
実
施
。

問　
学
校
給
食
の
調
理
員
が
不
足
。

あ
と
数
年
で
定
年
を
迎
え
る
方
も
多

く
、
今
後
ま
す
ま
す
人
手
不
足
に
陥

る
の
で
は
。
抜
本
的
な
打
開
策
は
。

教
育
部
長　
職
場
環
境
改
善
と
民
間

問　
中
学
生
の
職
場
体
験
に
つ
い
て
、

受
入
事
業
者
は
社
会
貢
献
を
Ｐ
Ｒ
で

き
、
子
ど
も
た
ち
は
後
継
者
に
、
家

族
は
顧
客
に
な
り
得
る
可
能
性
が
あ

り
、
評
価
。
①
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
現

在
の
日
数
や
条
件
は
②
受
入
先
の
希

望
や
要
望
を
反
映
さ
せ
て
い
る
か
③

商
工
会
等
他
団
体
と
の
協
力
体
制
は
。

教
育
部
長　
①
２
〜
４
年
度
は
コ
ロ

ナ
禍
で
実
施
見
合
わ
せ
。
５
年
度
か

ら
受
入
期
間
５
日
間
を
３
日
間
に
縮

小
。
６
年
度
は
７
月
と
９
月
に
３
回

に
分
け
て
実
施
。
事
業
所
の
現
状
や

受
入
可
能
人
数
等
を
確
認
し
協
力
体

制
整
え
て
い
る
②
受
入
事
業
所
の
代

表
者
等
を
委
員
と
し
た
調
布
市
中
学

生
職
場
体
験
実
施
協
議
会
で
、
当
該

活
力
活
用
の
検
討
を
含
め
体
制
整
備
。

問　
多
様
な
学
び
の
た
め
外
部
講
師

を
呼
ぶ
の
は
有
意
義
。
選
定
基
準
は
。

教
育
部
長　
教
育
内
容
と
照
ら
し
合

わ
せ
な
が
ら
多
様
な
視
点
か
ら
選
定
。

問　
い
わ
ゆ
る
闇
バ
イ
ト
な
ど
凶
悪

化
す
る
若
者
に
よ
る
犯
罪
は
命
の
大

切
さ
を
知
っ
て
い
れ
ば
最
後
の
一
線

で
踏
み
と
ど
ま
れ
る
の
で
は
。
命
の

教
育
に
つ
い
て
市
の
想
い
と
取
組
は
。

教
育
長　
い
の
ち
と
心
の
教
育
月
間

の
取
組
等
で
、
豊
か
な
心
を
育
成
。

第
19
回
全
国
市
議
会
議
長
会

　
　
　

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

　
６
年
10
月
９
・
10
日
に
岩
手
県
盛

岡
市
の
ト
ー
サ
イ
ク
ラ
シ
ッ
ク
ホ
ー

ル
岩
手
で
、
地
方
分
権
の
時
代
に
即

し
た
議
会
機
能
の
充
実
と
活
力
に
満

ち
た
地
域
づ
く
り
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全

国
か
ら
市
区
議
会
議
員
が
出
席
し
、

　
「
主
権
者
教
育
の
新
た
な
展
開
」
を

テ
ー
マ
に
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

■
参
加
者
（

人
）

　
議　
長　
井　
上　
耕　
志

　
副
議
長　
内　
藤　
美
貴
子

　
　
　
　
　
大
須
賀　
浩　
裕

　
　
　
　
　
榊　
原　
登
志
子

　
　
　
　
　
澤　
井　
　
　
慧

　
　
　
　
　
鈴　
木　
ほ
の
香

　
　
　
　
　
鈴　
木　
宗　
貴

　
　
　
　
　
田　
中　
謙　
二

　
　
　
　
　
田　
村　
ゆ
う
子

　
　
　
　
　
丸　
田　
絵　
美

　
　
　
　
　
宮　
本　
和　
実

　
　
　
　
　
山　
根　
洋　
平

防
犯
対
策
・
ひ
き
こ
も
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
支
援
に
つ
い
て

須
山　

妙
子
（
公　

明　

党
）

中
学
生
職
場
体
験
の
有
用
性
、

　
　
　
　
　
命
の
教
育
の
取
組
に
つ
い
て
問
う

磯
邉　
　

隆
（
調
布
ミ
ラ
イ
政
策
会
議
）

宮
本　

和
実
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
調
布
）

調
布
市
民
の
火
葬
費
用
に
つ
い
て

親
子
連
れ
投
票
、
土
地
収
用
制
度
の
課
題
、

　
　
　
　
　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障
に
つ
い
て

田
村
ゆ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

　
調
布
市
議
会
は
、
昭
和
58
年
９
月

27
日
に
非
核
平
和
都
市
宣
言
を
し
て

い
ま
す
。
６
年
10
月
２
・
３
日
に
、

長
崎
市
の
平
和
へ
の
取
組
を
視
察
し

ま
し
た
。
平
和
公
園
や
長
崎
原
爆
資

料
館
、
長
崎
県
防
空
本
部
跡
（
立
山

防
空
壕
）
を
視
察
し
た
ほ
か
、
家
族

交
流
証
言
講
話
を
聴
講
し
ま
し
た
。

■
参
加
者
（　

人
）

　
議　
長　
井　
上　
耕　
志

　
副
議
長　
内　
藤　
美
貴
子

　
　
　
　
　
磯　
邉　
　
　
隆

　
　
　
　
　
大
須
賀　
浩　
裕

　
　
　
　
　
岸　
本　
直　
子

　
　
　
　
　
木　
下　
安　
子

　
　
　
　
　
鈴　
木　
宗　
貴

　
　
　
　
　
須　
山　
妙　
子

　
　
　
　
　
沼　
田　
　
　
亮

　
　
　
　
　
藤　
川　
満　
恵

　
　
　
　
　
古　
川　
陽　
菜

　
　
　
　
　
松　
野　
英　
夫

　
　
　
　
　
宮　
本　
和　
実

長
崎
市
平
和
都
市
交
流
を
実
施

13 12

中学生職場体験実施事業所に中学生職場体験実施事業所に
掲示されるポスター掲示されるポスター ランニングパトロールランニングパトロール

自治体によって異なる火葬費用自治体によって異なる火葬費用投票所で子どもへ配布している投票所で子どもへ配布している
親子連れ投票記念証（栃木県ＨＰより）親子連れ投票記念証（栃木県ＨＰより）

八王子市 無料
立川市 無料
昭島市 無料
国立市 無料
青梅市 無料
府中市 無料
町田市 無料
多摩市 無料
稲城市 無料
日野市 無料
福生市 無料
羽村市 無料
武蔵村山市 無料
瑞穂町 無料
あきる野市 １万円
日の出町 １万円
奥多摩町 １万円
檜原村 １万円資料 東東京京多多摩摩葬葬祭祭業業協協同同組組合合

火葬費用は自治体によって違う!!

・




